
＜ご注意＞
この解答は、株式会社建設経営サービス（KKS)が作成
したもので、試験機関による正式な採点結果を保証す
るものではありません。あくまで解答例としてご利用
ください。また、配点及び合格ラインもKKSの予想です。
本解答例の著作はKKSに帰属します。予告なく内容を変
更する場合があります。

★予想合格ライン７０点

★20点

構成比率分析とは、全体数値の中に占める構成要素の数

値の比率を算出して、その内容を分析する手法であり、

百分率法とも呼ばれている。貸借対照表における構成比

率分析の場合、総資産額すなわち総資本額を１００とし

、そのおのおのの構成要素たる資産・負債・純資産の各

項目を、総資産額又は総資本額に対する百分比で示した

百分率貸借対照表を用いると、企業の資本構造若しくは

投資構造又は財政状態の特質を知るために効果的である

。百分率貸借対照表の形式としては、一般的に自社の貸

借対照表について実数欄と百分率欄を設けて示すものが

ほとんどであるが、場合によっては同業他社や業界平均

と比較してみるのも効果的である。なぜなら、規模の異

なる企業同士を実数のみで比較することはほとんど意味

を持たないが、百分率という共通の尺度を用いることに

よって、規模の大小という比較を阻害する要因を排除す

ることができるからである。
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